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10 人中７人、23 日のあしあとの内容が同じでした。こんなことある？と思い、「書く内容

全員で相談しているの？」と尋ねてしまいました。同じコメントばかりでは面白くないので、

一人一人違うコメントを、８分間ほど頭をフル回転させて、書いてみました。今日のあしあと

はどうかな…。今日も体育の内容が多い！体育好きやな～と思いながら読ませていただきまし

た。体力テストで思い出すのが「２０ｍシャトルラン」です。ドレミファソラシドの軽快な音

楽に合わせながらの、地獄の持久走。大学生の頃に出した 120 が自己ベストだったような気

がします。体が硬かったので、長座体前屈は正直、長座体前苦痛でした。好きだったのは、立

ち幅跳び、上体起こし、握力、反復横跳びでした。反復横跳びをしたときには、体育館シュー

ズと床の摩擦で、足の裏の皮が大変なことになったことをよく覚えています。 

みなさんのあしあとに書いてある内容を見ながら、自分が中学生だったころを思い出し、懐

かしい気分にさせていただきました。ありがとうございました。 

 お忙しい中、ありがとうございました。ほぼ、迷わずに伺うことができましたが、最後の最後で

階段で躓くというハプニングがありました。（躓…漢検１級レベルです）自身の詰めの甘さを反

省しながら、学校に戻りました。 

 色々な話をさせていただく中で、【生徒⇔教師⇔保護者】の関係性をしっかり保ち、何かあっ

た時に頼れる存在に我々教師がなっていきたいと改めて感じました。小代中学校には、たくさん

の職員がいます。担任、学年問わず、全員で関わっていきます。どうぞ、よろしくお願いします。 
 

 くまのこうちょうせんせい 

 

 保健室にある絵本を読んで、思わず泣い

てしまいました。大きな声を出すことに勇気が

出ないひつじくんが、くまのこうちょうせんせい

との出会いの中でいろいろなことを考え、最

後に…。続きは保健室で読んでみてくださ

い。絵本は小さな子が読む本だというイメー

ジがありますが、小さな子供から大人まで、

誰もが手に取って読んでほしいなと、思いま

す。他にも、感動する絵本があったら、ぜひ教

えてください。 
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こんな掲示物を作りました。まずは姿勢から入りましょう。忘

れ物も少し目立っていますよ。いつまでも恵比須顔の梅谷ではあ

りません。しなければいけないことはする。しなければいけない

時は絶対にやり切る。それが出来た上で『自由』に考えて行動で

きるのです。『自由』≠『好き勝手』ではないことを、きちんと

理解してほしいと思います。 


